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報告１） 委託事業
太陽光発電主力電源化推進技術開発

／太陽光発電の新市場創造技術開発
／壁面設置太陽光発電システム技術開発
／（壁面設置太陽電池モジュール（非開口部、開口部）の開発）
→ 壁や窓に適用可能な太陽電池の要素技術開発

2022年度成果報告会

報告２） 助成事業
太陽光発電主力電源化推進技術開発

／太陽光発電の新市場創造技術開発
／壁面設置太陽光発電システム技術開発
／（壁面設置太陽電池による同時同量を実現する太陽光発電シス
テムの実証）
→ 既設建物へ環境負荷を低減する壁面設置太陽電池の実装実証
と電力消費を同時同量で削減する太陽光発電システムの実証
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色調均一技術（加飾技術等）の普及により、外装向けＢＩＰＶの半数以上に色調均一技術が適
用される見通し。国内外でのニーズは高く、実装検証が進められている。

■カラー太陽電池モジュールの市場規模、市場動向

Kromatix （Bronz）2021年 Lausanne

Kromatix （Grey）2017年 LEYSIN

大成建設 グリーン・リニューアルＺＥＢ（横浜支店・関西支店）
・創エネ:屋上だけでなく、窓面や壁面にも太陽光発電機能を装備

→カラー太陽電池の実装を計画（大成建設ＨＰより）
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カネカ未来創造館（カラー）

表面塗装技術
：カラー化により出力が13%低下

【従来技術】 【新規技術：産総研、東京工業大学】

多層膜構造発色技術
：出力低下5%低下を目指す

現行構造発色技術
：出力低下6%〜10%

■非開口部太陽電池 モジュール外観制御技術開発
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NEDO事業:壁面設置太陽光発電システム技術開発（産総研連携）
壁面設置PVの色調制御に関する技術開発

壁面設置太陽電池モジュールの外観制御技術開発
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高温高湿試験

初期

2,400H

3,600H

出力低下 1.4% < 5%、絶縁抵抗 1,000MΩ > 39.2MΩ（40MΩ･m2）

面積；1,200×850mm

5,400H

接続方式：新規開発方式（セル裏面塗布）

太陽電池
合わせガラス

断面構造

太陽電池
セル

・5,400時間時間まで95%以上の出力を維持した。
・IEC基準（1,000時間）を10年と仮定すると40年以上相当
。 EL観察像

■非開口部太陽電池 モジュール長寿命化技術開発
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■開口部太陽電池 モジュール出力向上要素技術開発

Low-E 膜

ガラス

空気層

【半透明モジュールの構造の一例】

セル幅X
(5mm以下)

セル間Y

可視光透過率：AY÷（X＋Y）＞20%
変換効率：η×AX÷（X+Y）＞10%

セル効率
（η％）

透過率
（A％）
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■開口部太陽電池の出力特性向上

複層/LowEガラス
（日射取得型）

複層/LowEガラス
（日射遮蔽型）複層/通常ガラス合せガラス

構造

118%116％102%100%出力比較
（屋内測定）

※合わせガラスを100%としたときの相対比較

壁面設置太陽電池モジュールの出力向上要素技術開発
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■開口部太陽電池のU値・G値測定結果

壁面設置太陽電池モジュールの出力向上要素技術開発
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成果例:
デバイス構造の工夫により割断後の
再結合を抑制（PL強度向上）

シースルーモジュール

カネカ未来創造館

割断

c-Siセル

細線セル

欠陥

断面

幅3mm

従来構造新構造 新構造2

課題: 細線セルの効率向上
端面での再結合(VOC等の低下)の抑制が必要

解決策: デバイス設計、端面欠陥のパッシベーション

壁面設置太陽電池モジュールの出力向上要素技術開発
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■高効率モジュール広角化による壁面PV発電量向上と意匠改善

東京大学先端科学技術研究センター3号館南棟西壁に広角化技術による意匠改善された太陽
電池モジュールを実証設備として設置し、壁面での発電量ならびに、ビル全体としての意匠について検
証する。
また、新規開発したサッシ構造を流用した工法を適用し、実証設備導入を通して、製作課題、施
工課題について検証を行う。

壁面PV設置後イメージパース図（東京大学３号館南棟西壁）
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■反射光問題がある大規模発電等への適用と有効性検証

カネカ
広角化技術
太陽光パネル

各種屋根材の反射率の比較

他の反射光問題対策技術と反射特性を
比較検証し本広角化技術の優位性評価

低層建物屋上に設置した広角化太陽電池

周囲への反射等の環境性能や発電性能へ
の影響等の調査

高効率モジュール広角化による壁面PV発電量向上と意匠改善



建物電力需要に対する同時同量制御システム実証 15

【壁面発電特有の発電ピークシフトによる建物電力需要とのインバランス改善】

■建物電力需要に対する同時同量制御システム実証（運用コスト評価）

東京大学先端科学技術研究センター3号館南棟西壁に50kWp容量の実証設備を導入し、回収期
間評価・環境性能評価・インバランスコスト評価等を実施する。

（シミュレーションによる比較結果）

実証設備を導入し、実発電
データに基づく、建物電力需
要とのデータ解析を実施
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■壁面設置形態による推定日射量（発電量）の比較

fin fin

Wall Wall
fin fin

Wall Wall

建物電力需要に対する同時同量制御システム実証
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大成建設株式会社
ＺＥＢ棟 壁面ＰＶ
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■モジュール可換性設計技術開発（既設窓ガラスをシースルー太陽電池へ換装）
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バルコニー用｢T-Green® Multi Solar｣の開発



まとめ ＝カーボンニュートラルを目指して＝ 25

外装の構成別のエネルギー削減量と費用対効果の比較

省エネ仕様③省エネ仕様②省エネ仕様①非省エネ仕様

構成

4946－－① 省エネ
（MJ/㎡・年）

231－111－② 創エネ
（MJ/㎡・年）

28046111－
③＝①＋②

エネルギー削減量
（MJ/㎡・年）

11.72.14.5－④CO2削減量※

(kg/㎡・年)

60（開口部）
25（非開口部）

18（開口部）
5 （非開口部）

5 （開口部）
25（非開口部）

5 （開口部）
5（非開口部）

⑤想定コスト
（千円/㎡）

55（開口部）
20（非開口部）

13（開口部）
- （非開口部）

- （開口部）
20（非開口部）

- （開口部）
-（非開口部）

⑥正味の
追加コスト
（千円/㎡）

0.720.632.05－
⑦CO2削減量÷

正味の追加コスト
(④×床面積)÷(⑥×面積)

(g/千円・年)

U値:5.8
G値:0.81

U値:1.9
G値:0.32

U値:5.8
G値:0.81

U値:1.9
G値:0.28

上:開口部
(1,845㎡)

下:非開口部
(790㎡)

ガラス ガラス

ガラス ガラス

ガラス ガラス

ソリッド ソリッド

Low-E
ガラス

ガラス ガラス ソリッド ソリッド

Low-E
ガラス

シース
ルー

シース
ルー
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